
文
化
に
ぎ
わ
い
の
拠
点

　「
区
役
所
が
な
い
」

　
二
三
男
く
ん
は
池
袋
で
驚
き
ま
し
た
。

豊
島
区
役
所
が
あ
っ
た
は
ず
の
場
所
に
来

た
の
で
す
が
、
庁
舎
は
な
く
て
、
ビ
ル
の

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
り
か
か
っ

た
人
に
聞
い
て
み
る
と
、「
区
役
所
な
ら

移
転
し
た
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
か
つ
て
こ
こ
に
は
豊
島
区
の
庁
舎
と
公

会
堂
が
あ
り
ま
し
た
。
豊
島
区
は
そ
の
跡

地
を
定
期
借
地
方
式
に
よ
り
民
間
活
用
。

定
期
借
地
権
の
一
括
前
払
い
地
代
１
９
１
億

円
の
一
部
を
新
庁
舎
整
備
費
用
の
財
源
に
充

当
す
る
と
と
も
に
、
１
３
０
０
席
の
新
ホ
ー

ル
と
民
間
施
設
（
オ
フ
ィ
ス
、
に
ぎ
わ

い
施
設
等
）
で
、
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル

チ
ャ
ー
都
市
の
顔
と
な
る
文
化
に
ぎ
わ

い
拠
点
、
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
創

出
し
ま
す
。

　
民
間
事
業
者
は
、
庁
舎
跡
地
に
オ
フ
ィ

ス
棟
を
、
公
会
堂
跡
地
に
新
ホ
ー
ル
棟
を

整
備
。
新
ホ
ー
ル
棟
に
整
備
さ
れ
る
ホ
ー

ル
部
分
は
、
完
成
後
、
区
が
買
い
取
り
ま

す
。

　
庁
舎
跡
地
エ
リ
ア
の
愛
称
は
「
Ｈ
ａ
ｒ

ｅ
ｚ
ａ
池
袋
」。
２
０
２
０
年
夏
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
こ
の
拠
点
整
備
は
、
豊
島
区
に
と
っ
て

大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
二
三
男
く
ん

は
豊
島
区
の
未
来
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、

区
役
所
の
新
庁
舎
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

都
心
回
帰
で
人
口
増
加

　
二
三
男
く
ん
は
豊
島
区
役
所
の
行
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
を
訪
れ
る
と
、『
豊
島
区
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
『
豊
島
区
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
を
手
に
取
り
ま

し
た
。

　
ま
ず
は
『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
読
み
ま

し
た
。

　
豊
島
区
の
総
人
口
の
推
移
を
見
る
と
、

最
も
人
口
が
多
か
っ
た
の
は
１
９
６
４

（
昭
和
39
）
年
の
35
万
３
９
５
３
人
で
す
。

そ
の
後
は
、
人
口
や
経
済
機
能
の
東
京
へ

の
一
極
集
中
が
進
行
し
、
都
心
部
の
地
価

が
急
騰
す
る
中
で
、
人
々
が
住
宅
を
郊
外

に
求
め
た
結
果
、
都
心
部
の
人
口
は
減
少

し
、
豊
島
区
で
も
１
９
９
７
（
平
成
９
）

年
に
24
万
６
５
０
５
人
ま
で
落
ち
込
み
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
地
価
下

落
等
に
よ
り
都
心
回
帰
が
始
ま
り
、
豊
島

区
の
人
口
も
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。

豊
島
区
が
「
消
滅
」
す
る
？

　
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
５
月
８
日
、

ま
ち
全
体
が
舞
台
の
誰
も
が
主
役
に
な
れ
る
劇
場
都
市
へ

〝
消
滅
〟の
指
摘
バ
ネ
に
持
続
発
展
都
市
へ
果
敢
に
挑
戦
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ま
し
た
。
ま
た
、
都
と
区
が
連
携
し
、
豊

島
都
税
事
務
所
に
は
認
可
保
育
所
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
は
出
産
前

か
ら
の
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
を
展
開

し
て
い
く
「
と
し
ま
鬼
子
母
神
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
に
は
、
池
袋

保
健
所
１
階
に
女
性
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
形

成
や
若
者
全
体
へ
の
健
康
支
援
に
関
す
る

情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
「
鬼
子
母
神
ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

　「
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
で
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
」
で
は
、高
齢
に
な
っ
て
も
、

元
気
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
と
し
ま
し
た
。

　
豊
島
区
は
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
か

ら
国
家
戦
略
特
区
を
活
用
し
て
「
選
択
的

介
護
モ
デ
ル
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
外

サ
ー
ビ
ス
を
明
確
に
区
分
し
、
柔
軟
に
組

み
合
わ
せ
て
提
供
す
る
こ
と
で
、
利
用
者

の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
さ

ら
に
は
介
護
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
効

率
の
向
上
や
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
等
の

効
果
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
、
可
能
な
限

り
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
援

す
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
、
介
護
す
る

家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど

様
々
な
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
要
介
護
高
齢
者
や
家
族
の
充

実
し
た
毎
日
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

様
々
な
地
域
と
共
生
・
交
流

　「
様
々
な
地
域
と
共
生
・
交
流
を
図
り
、

豊
か
な
生
活
を
実
現
で
き
る
ま
ち
」で
は
、

交
流
を
持
つ
自
治
体
と
の
連
携
を
進
め
、

豊
島
区
と
他
自
治
体
に
お
け
る
相
互
補
完

モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
と
し
て
い
ま

す
。
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
様
々
な
地
域

と
共
生
し
、
と
も
に
豊
か
な
生
活
を
実
現

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
的
な
施
策
は
「
豊
島
区
・
秩
父
市

が
進
め
る
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。
両
区
市
は
姉
妹
都
市
で
、
西
武
線
を

使
え
ば
約
80
分
で
行
き
来
で
き
る
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
か
ら
、
豊
島
区
と
秩
父
市
の
両

方
を
行
き
来
す
る
「
二
地
域
居
住
」
の
好

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
方
居
住
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

移
住
・
交
流
体
験
ツ
ア
ー
、
お
試
し
農
体

験
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
多
世
代
に
わ
た

る
幅
広
い
層
の
移
住
や
交
流
を
促
進
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
秩
父
市
は
、
豊
島
区
を
始
め
と

し
た
都
市
部
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
主

な
対
象
に
、「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
」
を
地
域
に
開
か
れ
た
「
交
流
拠

点
施
設
」
と
併
せ
て
整
備
し
、
入
居
者
が

地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
拠

点
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
秩
父

市
の
定
住
人
口
や
、
豊
島
区
と
秩
父
市
の

関
係
人
口
、
自
治
体
間
の
交
流
を
増
や

し
、
お
互
い
が
人
口
を
奪
い
合
う
の
で

は
な
く
、
Ｗ
ｉ
ｎ

-Ｗ
ｉ
ｎ
（
ウ
ィ
ン
・

女性のライフプラン形成や若者全体への健康支援に関する

情報発信スペース 「鬼子母神 plus」

豊
島
区
民
に
好
評
だ
っ
た
秩
父
市
の

移
住

・
交
流
体
験
ツ
ア
ー

民
間
有
識
者
組
織
「
日
本
創
成
会
議
」（
座

長
：
増
田
寛
也
元
総
務
大
臣
）
が
国
勢
調

査
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
独
自
推
計
を
行

い
、
全
国
の
約
半
数
に
当
た
る
８
９
６
の

区
市
町
村
を
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
し

て
発
表
し
、
豊
島
区
が
23
区
で
唯
一
、
消

滅
可
能
性
都
市
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
豊
島
区
の
人
口
動
態
を
見
る
と
、
社
会

動
態
（
転
入
―
転
出
）
が
プ
ラ
ス
、
自
然

動
態
（
出
生
―
死
亡
）
が
マ
イ
ナ
ス
の
状

況
が
続
い
て
お
り
、
転
入
に
よ
っ
て
人
口

増
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
定
住
率
が
低

く
、
特
に
20
～
30
歳
代
前
半
の
定
住
率
が

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
15
～
29
歳

の
年
齢
層
で
転
入
・
転
出
が
活
発
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
進
学
や
就
職

に
伴
う
転
入
、
結
婚
・
出
産
に
伴
う
転
出

な
ど
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
豊
島
区
の
出
生
数
と
合
計
特
殊

出
生
率
は
と
も
に
増
加
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
年
少
人
口
が
着
実
に
増
え
て
い
ま
す

が
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
依
然
と
し
て
全

国
的
に
見
て
も
低
い
水
準
で
す
。

　
ま
た
、
豊
島
区
の
世
帯
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
特
徴
と
し
て
単
身

世
帯
が
多
く
、
そ
の
半
数
を
20
～
30
歳
代

の
若
年
世
代
が
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
単
身
世
帯
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

独
居
高
齢
者
の
見
守
り
等
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

消
滅
可
能
性
都
市
か
ら

持
続
発
展
都
市
へ

　
豊
島
区
が
独
自
に
行
っ
た
人
口
推
計
で

は
、
社
会
移
動
率
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

地
方
か
ら
の
人
口
流
入
が
望
め
な
い
と
い

う
視
点
に
基
づ
き
、
人
口
の
流
出
入
が
減

少
す
る
仮
定
で
推
計
し
ま
し
た
。
合
計

特
殊
出
生
率
が
現
状
の
０
・
99
の
場
合
、

２
０
２
５
（
平
成
37
）
年
に
28
万
６
６
２
３

人
で
人
口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
減
少
に
転

じ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
人
口
の
将
来
展
望
（
目
指
す

べ
き
将
来
人
口
）
に
関
し
て
は
、
国
を
挙

げ
た
政
策
や
区
独
自
の
施
策
の
展
開
を
加

味
し
、「
２
０
３
０
（
平
成
42
）
年
の
移

動
率
０
・
５
倍
」「
合
計
特
殊
出
生
率
１
・

20
」
に
基
づ
き
算
出
し
て
お
り
、
こ
の
場

合
の
人
口
の
ピ
ー
ク
は
２
０
５
４
（
平
成

66
）
年
の
30
万
３
１
０
７
人
で
す
。「
消

滅
可
能
性
都
市
」
か
ら
「
持
続
発
展
都
市
」

へ
の
考
え
の
も
と
で
、
こ
の
将
来
人
口
を

実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

総
合
戦
略
の
４
つ
の
柱

　
続
い
て
、二
三
男
く
ん
は
『
総
合
戦
略
』

を
読
み
進
め
ま
し
た
。

　「
消
滅
可
能
性
都
市
」
の
指
摘
を
受
け
、

豊
島
区
は
直
ち
に
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
、
こ
の
消
滅
可
能
性
都
市
の
指
摘
を

広
く
日
本
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

「
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」「
高

齢
化
へ
の
対
応
」「
地
方
と
の
共
生
」「
日

本
の
推
進
力
」
の
４
本
の
柱
を
立
て
て
、

具
体
的
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
総
合
戦
略
で
は
、
人
口
減
少
社
会
を
ど

の
よ
う
に
克
服
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
調

査
・
検
討
を
重
ね
、
①
子
ど
も
と
女
性
に

や
さ
し
い
ま
ち
②
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気

で
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
③
様
々
な
地
域

と
の
共
生
・
交
流
を
図
り
、
豊
か
な
生
活

を
実
現
で
き
る
ま
ち
④
日
本
の
推
進
力
の

一
翼
を
担
う
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー

都
市
―
―
の
四
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ

ま
し
た
。

子
ど
も
と
女
性
に

や
さ
し
い
ま
ち

　「
子
ど
も
と
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

で
は
、
子
育
て
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
定
住

化
を
目
指
し
、
出
産
前
か
ら
の
切
れ
目
の

な
い
子
育
て
を
支
援
し
、
女
性
を
応
援
し

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
保
育
園
待

機
児
童
を
２
年
連
続
で
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま

し
た
。
妊
婦
が
妊
娠
届
を
提
出
す
る
際
、

保
育
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
追
跡
調
査
も
実
施
。潜
在
需
要
を
含
め
、

保
育
を
必
要
と
す
る
具
体
的
な
対
象
者
を

ほ
ぼ
把
握
し
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
つ
な
げ

■豊島区の将来人口
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ま
し
た
。
ま
た
、
都
と
区
が
連
携
し
、
豊

島
都
税
事
務
所
に
は
認
可
保
育
所
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
は
出
産
前

か
ら
の
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
を
展
開

し
て
い
く
「
と
し
ま
鬼
子
母
神
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
に
は
、
池
袋

保
健
所
１
階
に
女
性
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
形

成
や
若
者
全
体
へ
の
健
康
支
援
に
関
す
る

情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
「
鬼
子
母
神
ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

　「
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
で
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
」
で
は
、高
齢
に
な
っ
て
も
、

元
気
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
と
し
ま
し
た
。

　
豊
島
区
は
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
か

ら
国
家
戦
略
特
区
を
活
用
し
て
「
選
択
的

介
護
モ
デ
ル
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
外

サ
ー
ビ
ス
を
明
確
に
区
分
し
、
柔
軟
に
組

み
合
わ
せ
て
提
供
す
る
こ
と
で
、
利
用
者

の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
さ

ら
に
は
介
護
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
効

率
の
向
上
や
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
等
の

効
果
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
、
可
能
な
限

り
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
援

す
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
、
介
護
す
る

家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど

様
々
な
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
要
介
護
高
齢
者
や
家
族
の
充

実
し
た
毎
日
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

様
々
な
地
域
と
共
生
・
交
流

　「
様
々
な
地
域
と
共
生
・
交
流
を
図
り
、

豊
か
な
生
活
を
実
現
で
き
る
ま
ち
」で
は
、

交
流
を
持
つ
自
治
体
と
の
連
携
を
進
め
、

豊
島
区
と
他
自
治
体
に
お
け
る
相
互
補
完

モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
と
し
て
い
ま

す
。
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
様
々
な
地
域

と
共
生
し
、
と
も
に
豊
か
な
生
活
を
実
現

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
的
な
施
策
は
「
豊
島
区
・
秩
父
市

が
進
め
る
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。
両
区
市
は
姉
妹
都
市
で
、
西
武
線
を

使
え
ば
約
80
分
で
行
き
来
で
き
る
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
か
ら
、
豊
島
区
と
秩
父
市
の
両

方
を
行
き
来
す
る
「
二
地
域
居
住
」
の
好

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
方
居
住
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

移
住
・
交
流
体
験
ツ
ア
ー
、
お
試
し
農
体

験
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
多
世
代
に
わ
た

る
幅
広
い
層
の
移
住
や
交
流
を
促
進
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
秩
父
市
は
、
豊
島
区
を
始
め
と

し
た
都
市
部
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
主

な
対
象
に
、「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
」
を
地
域
に
開
か
れ
た
「
交
流
拠

点
施
設
」
と
併
せ
て
整
備
し
、
入
居
者
が

地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
拠

点
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
秩
父

市
の
定
住
人
口
や
、
豊
島
区
と
秩
父
市
の

関
係
人
口
、
自
治
体
間
の
交
流
を
増
や

し
、
お
互
い
が
人
口
を
奪
い
合
う
の
で

は
な
く
、
Ｗ
ｉ
ｎ

-Ｗ
ｉ
ｎ
（
ウ
ィ
ン
・

女性のライフプラン形成や若者全体への健康支援に関する

情報発信スペース 「鬼子母神 plus」

豊
島
区
民
に
好
評
だ
っ
た
秩
父
市
の

移
住

・
交
流
体
験
ツ
ア
ー
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ウ
ィ
ン
）
の
関
係
を
築
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。国

際
ア
ー
ト
・

カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
の
推
進
、

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
の
開
催

　「
日
本
の
推
進
力
の
一
翼
を
担
う
国
際

ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
」
に
つ
い
て

は
、豊
島
区
が
誇
る
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー

の
魅
力
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
、
人
と

産
業
を
ひ
き
つ
け
、
世
界
中
か
ら
人
が
訪

れ
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
都
市
づ
く
り

を
推
進
し
、「
持
続
発
展
都
市
」
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。

　「
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
」

と
は
〝
文
化
の
力
で
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
ま
ち
〟
で
す
。

　
豊
島
区
で
は
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
や
ト
キ
ワ

荘
な
ど
を
舞
台
に
、
新
た
な
表
現
文
化
の

源
流
が
生
み
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年

で
は
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
な
ど
、
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
拠
点
が
池
袋
を
中
心

に
続
々
と
誕
生
し
、
新
た
な
文
化
の
風
が

吹
き
始
め
て
い
ま
す
。

　
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
構
想

の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ま
ち
全
体
が
舞

台
の
誰
も
が
主
役
に
な
れ
る
劇
場
都
市
」

で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ま
で
に
池
袋
駅
周
辺
の
四
つ
の
公
園
を

整
備
し
ま
す
。
合
計
約
３
万
平
方
㍍
と
な

る
４
公
園
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
、

土
日
祝
日
に
は
誰
も
が
参
加
で
き
る
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
随
時
開
催
。
各
公
園
を
結

ぶ
歩
行
者
空
間
や
案
内
サ
イ
ン
等
も
充
実

さ
せ
、
エ
リ
ア
全
体
の
回
遊
性
を
高
め
、

歩
い
て
楽
し
く
、
訪
れ
る
た
び
に
新
た
な

発
見
に
出
会
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
民
間
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
大
し
、
清
潔
な
ト
イ
レ

を
始
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

公
園
施
設
の
管
理
・
運
営
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
豊
島
区
は
２
０
１
９
（
平
成

31
）
年
の
「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
」
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
」
は
、日
・

中
・
韓
三
カ
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
芸

術
に
よ
る
発
展
を
目
指
す
自
国
内
の
都
市

を
１
つ
選
定
し
、
芸
術
、
伝
統
、
生
活
に

関
連
す
る
様
々
な
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
、
１

年
間
に
渡
り
開
催
す
る
国
家
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ま
た
、
三
カ
国
が
連
携

し
て
実
施
す
る
文
化
に
よ
る
国
際
交
流

は
、
ま
さ
に
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー

都
市
構
想
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
豊

島
区
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る
絶
好
の

機
会
に
な
り
ま
す
。

持
続
発
展
都
市
を
目
指
す

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
豊
島
区

の
人
口
は
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
７

月
５
日
に
は
、
昭
和
53
年
以
来
40
年
ぶ
り

に
29
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
二
三
男
く
ん
が
訪
れ
た
Ｈ
ａ
ｒ

ｅ
ｚ
ａ 

池
袋
は
、
将
来
に
わ
た
り
八
つ

の
劇
場
が
圧
倒
的
な
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出

す
、
ま
さ
に
劇
場
都
市
の
拠
点
と
な
り
ま

す
。
豊
島
区
が
進
め
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

融
合
に
よ
る
文
化
戦
略
は
、
ま
ち
の
知
名

度
を
国
際
的
に
高
め
、
評
価
さ
れ
、
選
ば

れ
る
ま
ち
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
、「
消
滅
可
能
性
都
市

と
い
う
逆
境
を
バ
ネ
に
し
て
、
豊
島
区
が

頑
張
っ
て
き
た
成
果
が
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前

に
徐
々
に
現
れ
て
き
た
こ
と
、
豊
島
区
の

ブ
ラ
ン
ド
力
が
向
上
し
、
女
性
や
若
い
世

代
が
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
へ
と
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
日
本
を
リ
ー
ド

す
る
文
化
都
市
へ
と
飛
躍
し
よ
う
と
し
て

い
る
豊
島
区
の
取
り
組
み
は
す
ば
ら
し

い
」
と
感
心
し
ま
し
た
。

　
一
通
り
の
勉
強
を
終
え
た
二
三
男
く

ん
。
区
の
職
員
に
区
役
所
の
近
く
に
あ
る

南
池
袋
公
園
は
芝
生
や
オ
シ
ャ
レ
な
カ

フ
ェ
が
あ
る
と
教
え
て
も
ら
い
、
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
区
役
所
を
飛
び
出
し
ま
し

た
。

取材協力／豊島区

区
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

南
池
袋
公
園

70
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
ア
ー
チ
橋

　「
こ
の
橋
は
70
年
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
な
あ
」

　
王
子
駅
か
ら
少
し
歩
く
と
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
な
ア
ー
チ
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

１
９
３
０
年
、
東
京
府
に
よ
っ
て
石
神
井

川
に
か
け
ら
れ
た
音
無
橋
と
い
う
橋
で

す
。
石
神
井
川
は
北
区
付
近
で
は
音
無
川

と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
春
の
桜
、
夏
の
滝

浴
み
、
秋
の
紅
葉
と
行
楽
の
名
所
、
景
勝

の
地
で
し
た
。
二
三
男
く
ん
は
70
年
前
も

こ
こ
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当

時
は
石
神
井
川
に
か
か
っ
て
い
た
橋
で
す

が
、
現
在
、
川
の
本
流
は
新
た
に
造
ら
れ

た
放
水
路
を
流
れ
、
橋
の
下
は
せ
せ
ら
ぎ

が
流
れ
る
音
無
親
水
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
都
市
公
園
１
０
０

選
に
も
選
ば
れ
、
今
も
昔
と
変
わ
ら
ず
、

お
花
見
や
水
遊
び
で
賑
わ
う
人
々
の
憩
い

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
70
年
前
と
ま
ち
並
み
は
変
わ
り
ま
し
た

が
、
飛
鳥
山
公
園
の
前
に
は
路
面
電
車
が

昔
と
変
わ
ら
ず
、
コ
ト
コ
ト
と
走
っ
て
い

ま
す
。

 

「
新
し
い
と
懐
か
し
い
が
共
存
す
る
こ
の

ま
ち
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
て
、
こ
れ
か
ら

ど
う
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
知
り

た
い
」

　
二
三
男
く
ん
は
、
音
無
橋
を
渡
っ
て
す

ぐ
近
く
の
北
区
役
所
に
向
か
い
ま
し
た
。

人
口
移
動
な
し
な
ら

総
人
口
30
万
人
割
れ

　
二
三
男
く
ん
は
北
区
役
所
の
区
政
資
料

室
に
向
か
い
、窓
口
で「
北
区
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
（
平
成
28
年
３
月
策
定
）」
と
「
北
区

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
平

成
28
年
３
月
策
定
・
平
成
29
年
３
月
改

定
）」を
受
け
取
り
、最
初
に「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
読
み
ま
し
た
。

　
北
区
の
総
人
口
（
年
齢
不
詳
を
除
く
）

は
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
以
降
、
減
少

傾
向
に
あ
り
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年

か
ら
は
増
加
に
転
じ
て
い
る
も
の
の
、
年

少
人
口
・
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
、

２

０

１

０
（

平

成

22

）

年

に

は

33
万
１
３
６
６
人
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢

者
人
口
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、

２

０

１

０
（

平

成

22

）

年

に

は

７
万
９
５
２
０
人
、高
齢
化
率
は
24
・
０
％

ま
で
上
昇
し
、
年
齢
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
以
降
、
社
会

増
が
自
然
減
を
上
回
る
年
が
あ
り
、
総
人

口
を
増
加
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
や
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将
来
推
計
な
ど

を
考
慮
し
た
区
独
自
の
将
来
人
口
の
推
計

多
様
な
人
材
が
集
ま
り
育
ち
、
魅
力
や
価
値
を
創
出

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
自
分
ら
し
く
輝
け
る
ま
ち
に
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